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Ｑ１ 路盤工において、路床構築後の路床を路盤工の厚さに掘削し、施工基面以下に

設けるとあるのですが、掘削土（4,477.2*0.1=447.7 ㎥）の処理はどのようにすれば

よいでしょうか。 

Ａ１ 掘削土 447.7 ㎥は、道路土工に含まれており、路体盛土工の一部として施工願

います。 

 

Ｑ２ 準備費の木根等処分費に於いて、伐採木の長さ、根株の処理、枝葉の処理は、

どのようにすれば良いでしょうか。 

Ａ２ 伐採木は３～４ｍ程度に玉伐って道路横に残置してください。根株や枝葉も同

様に残置してください。 

 

Ｑ３ 土工に於いてダンプトラック 10t が計上してあるのですが、狭くてカーブ部分

が連続し、施工が困難と思われるので、ダンプトラック 4tに変更できないでしょう

か。 

Ａ３ 土工事の機種は、島根県が定める通知に基づき選定しており、原則、変更の対

象とはしていません。 

 

Ｑ４ 盛土の土質試験はするのでしょうか、又、するとしたら路床構築後に路床を路

盤工の厚さに掘削した後のみ、でよろしいでしょうか。 

Ａ４ 土質試験はしません。 


